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・怪獣＝公害、核の被害者 または あらゆるマイノリティ（沖縄、アイヌ人など） 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































『仮面ライダー』1971年 4月 3日～73年 2月 10日（全 98話） 
『仮面ライダーV3』1973年 2月 17日～74年 2月 9日（全 52話） 
『仮面ライダーX』1974年 2月 16日～10月 12日（全 35話） 
『仮面ライダーアマゾン』1974年 10月 19日～1975年 3月 29日（全 24話） 
『仮面ライダーストロンガー』1975年 4月 5日～12月 27日（全 39話） 
『仮面ライダー（スカイライダー）』1979年 10月 5日～1980年 10月 10日（全 54話） 
『仮面ライダースーパー1』1980年 10月 17日～1981年 9月 26日（全 48話） 
『仮面ライダーZX』1984年 1月 3日 
『仮面ライダーBLACK』1987年 10月 4日～1988年 10月 9日（全 51話） 
『仮面ライダーBLACK RX』1988年 10月 23日から 1989年 9月 24日（全 47話） 
『真・仮面ライダー/序章（プロローグ）』1992年 2月 20日（OVA） 
『仮面ライダーZO』1993年 4月 17日公開 


















8（『ハリウッド脚本術 3 アクション・アドベンチャーを書く』、p145） 
9（『ベストセラー小説の書き方』、pp79） 









































































【昭和 33 年（1958 年）】 
TV『月光仮面』（2 月 24 日～59 年 7 月 5 日、KR テレビ = 現・TBS 系放送） 
TV『遊星王子』（11 月 4日～59 年 9 月 30 日、日本テレビ系放送） 
映画『美女と液体人間』（6 月 24 日、東宝系公開） 
映画『大怪獣バラン』（10 月 14 日、東宝系公開） 
【昭和 34 年（1959 年）】 
TV『少年ジェット』(3 月 4 日～60 年 9 月 28 日、フジテレビ系放送) 
TV『鉄腕アトム』(3 月 7日～60 年 5 月 28 日、毎日放送、フジテレビ系放送) 
TV『七色仮面(新七色仮面)』（6 月 3 日～60 年 6 月 30 日、日本教育テレビ=現・テレビ朝
日系) 
TV『豹の目』(7 月 12 日～60 年 3 月 27 日、KR テレビ=現・TBS 系放送) 
映画『宇宙大戦争』（12月 26 日、東宝系放送） 
【昭和 35 年（1960 年）】 
TV『海底人 8823』(1 月 3 日～6 月 28 日、フジテレビ系放送) 
TV『鉄人 28 号』(2 月 1 日～4 月 25 日、日本テレビ系放送) 
TV『怪傑ハリマオ』(4 月 5 日～61 年 6 月 27 日、日本テレビ系放送) 
TV『アラーの使者』(7 月 7 日～12 月 27 日、日本教育テレビ=現・テレビ朝日系放送) 
TV『ビロンの秘密』（8 月 1 日～61 年 4 月 29 日、日本テレビ系放送） 
TV『ナショナルキッド』(8 月 1 日～61 年 4 月 29 日、日本教育テレビ=現・テレビ朝日系
放送) 
TV『魔人ガロン』（パイロット版、未放送） 
映画『電送人間』（4 月 10 日、東宝系公開） 
映画『ガス人間第一号』（12 月 11 日、東宝系公開） 
【昭和 36 年（1961 年）】 
TV『ふしぎな少年』（4月 3 日～9 月 29 日、NHK 放送） 
映画『モスラ』（7月 30日、東宝系放送） 
【昭和 37 年（1962 年）】 
TV『隠密剣士』(10 月 7日～65 年 3 月 28 日、TBS 系放送) 
映画『キングコング対ゴジラ』（8月 11 日、東宝系公開） 
【昭和 38 年（1963 年）】 
TV『銀河少年隊』(4 月 7日～65 年 4 月 1 日、NHK 放送) 
TV『伊賀の影丸』(7 月 24 日、東映系公開) 
映画『マタンゴ』（8 月 11 日、東宝系放送） 
【昭和 39 年（1964 年）】 




                                                                                                                                                 
映画『モスラ対ゴジラ』（4 月 29 日、東宝系公開） 
映画『宇宙大怪獣ドゴラ』（8 月 11 日、東宝系公開） 
映画『三大怪獣 地球最大の決戦』（12 月 20 日、東宝系公開） 
【昭和 40 年（1965 年）】 
映画『フランケンシュタイン対地底怪獣』（8 月 8日、東宝系公開） 
映画『大怪獣ガメラ』（11 月 27 日、大映系公開） 
映画『怪獣大戦争』（12月 19 日、東宝系公開） 
【昭和 41 年（1966 年）】 
TV『ウルトラ Q』(1 月 2日～7月 3日、TBS 系放送) 
TV『丸出だめ夫』（3 月 7日～68 年 2 月 26 日、日本テレビ系放送） 
TV『マグマ大使』(7 月 4日～67 年 4 月 9 日、フジテレビ系放送) 
TV『ウルトラマン』(7 月 17 日～67 年 4 月 9 日、TBS 系放送) 
TV『悪魔くん』(10 月 6日～67 年 3 月 30 日、NET=現・テレビ朝日系放送) 
TV『怪獣ブースカ』（11月 9 日～67 年 9 月 27 日、NTV 系放送） 
映画『大魔神』(4月 17 日、大映系公開) 
映画『大忍術映画ワタリ』（7 月 21 日、東映系公開） 
映画『フランケンシュタインの怪獣 サンダとライガ』（7 月 31 日、東宝系公開） 
映画『大魔人怒る』（8月 13 日、大映系公開） 
映画『大魔神逆襲』（12月 10 日、大映系公開） 
映画『ゴジラ・エビラ・モスラ 南海の大決戦』（12 月 17 日、東宝系公開） 
映画『怪獣大決戦』（12月 21 日、東宝系公開） 
【昭和 42 年（1967 年）】 
TV『仮面の忍者 赤影』(4 月 5 日～68 年 3 月 27 日、関西テレビ、フジテレビ系放送) 
TV『キャプテンウルトラ』（4 月 16 日～68 年 3 月 27 日、TBS 系放送) 
TV『光速エスパー』(8 月 1 日～68 年 1 月 23 日、日本テレビ系放送) 
TV『忍者ハットリ君＋忍者怪獣ジッポウ』（8 月 3日～68 年 1 月 25 日、NET=現・テレビ朝
日系放送) 
TV『ウルトラセブン』(10 月 1 日～68 年 9 月 8 日、TBS 系放送) 
TV『怪獣王子』（10月 2日～68 年 3 月 25 日、フジテレビ系放送） 







映画『大怪獣空中戦 ガメラ対ギャオス』（3月 15 日、大映系放送） 
映画『宇宙大怪獣ギララ』（3 月 25 日、松竹系公開） 
映画『大巨獣ガッパ』（4月 22 日、日活系公開） 
映画『キングコングの逆襲』（7月 22日、東宝系放送） 
映画『怪獣島の決戦 ゴジラの息子』（12月 16日、東宝系放送） 
【昭和 43年（1968年）】 
TV『アゴン』（1月 2日～1月 5日、フジテレビ系放送） 
TV『マイティジャック』(4月 6日～12月 28日、フジテレビ系放送) 
TV『戦え！ マイティジャック』（7月 6日～12月 28日、フジテレビ系放送） 
TV『怪奇大作戦』(9月 15日～69年 3月 9日、TBS系放送) 
TV『バンパイヤ』(10月 3日～69年 3月 29日、フジテレビ系放送) 






                                                                                                                                                 
映画『妖怪大戦争』（12月 19日、東映系公開） 
映画『ガンマー第三号 宇宙大作戦』（12月 19日、東映系公開） 
【昭和 44年（1969年）】 
TV『魔人バンダー』（1月 5日～3月 30日、フジテレビ系放送） 
TV『妖術武芸帳』（3月 16日～6月 8日、TBS系放送） 
映画『ガメラ対大悪獣ギロン』（3月 21日、大映系公開） 
映画『東海道お化け道中』（3月 21日、大映系公開） 
映画『ゴジラ・ミニラ・ガバラ オール怪獣大進撃』（12月 20日、東宝系公開） 
【昭和 45年（1970年）】 
TV『ジャングルプリンセス』（7月 6日～8月 10日、日本テレビ系放送） 
映画『ガメラ対大怪獣ジャイガー』（3月 21日、大映系公開） 
映画『幽霊屋敷の恐怖 血を吸う人形』（7月 4日、東宝系公開） 
映画『ゲゾラ・ガニメ・カニーバ 決戦！ 南海の大怪獣』（8月 1日、東宝系公開） 
【昭和 46年（1971年）】 
TV『スペクトルマン』(1月 2日～72年 3月 25日、フジテレビ系) 
























































































































































































                                                                                                                                                 
い続けている。言い換えるならば、記憶を失ってもキヨシとの絆から生まれたチャンピオ
ンになるという目的だけは忘れていなかったということだ。同時に、弟“キヨシ”は最後
まで兄のことを気遣っていた。そして、“ピラザサウルス”が“仮面ライダー”に倒された
ことで、“ピラザサウルス”は“クサカノボル”に戻る。これは“他者を排除してもチャン
ピオンになろうとする執念”によって“怪人”にされた人が、“ショッカーを知りながら、
兄弟の物語を信じ、取り戻そうとした弟の想い”によって取り戻されたと解釈できる。 
85 同様にマガジン・ノベルスペシャルの『仮面ライダー1971誕生』にも、「ショッカーが
滅んだとしても別の組織が成り代わる」(pp126-128,p197)という発言がある。 
86（平山亨、『仮面ライダー名人列伝』、p64、風塵社） 
87（平山亨、『仮面ライダー名人列伝』、p208-211、風塵社） 
